
・ ・ を育む
― リズム遊びによるコーディネーション運動の実践から―

Ø⼦どもの運動不⾜や運動能⼒の⼆極化が
課題。

Ø幼児期は神経系が著しく発達する重要な
時期。

Ø遊びを通した「動きの多様化」と動きの
円滑さによる「動きの洗練化」の経験が
体⼒・運動能⼒を⾼める。

Ø「多様化」と「洗練化」の積み重ねが
他者との関わりを深め、活動への意欲や
様々な関⼼を⾼める。

運動プログラムの実施により、友だちの動きを⾒る 友だちとリズムを合わせる 動きを通して関わるという
幼児の姿が観察された。運動プログラムに取り組んだことで、保育者や他児と⼀緒に体を動かし、誰かと関わ
りたい欲求が幼児の動きとして引きだされた。運動プログラムの取り組むうちに幼児の⾃発的な活動が促され、
リレーションシップに関する項⽬の社会的な発達へとつながっていくことが⽰された。
リズム遊びを中⼼としたコーディネーション運動プログラムは、

①⼦どもの運動能⼒を⾼めることが明らかとなった。
②⾝体表現能⼒や⼦ども同⼠の関わりを育むことが⽰された。
③リズム遊びに取り組むことで社会性の発達につながる可能性が明らかとなった。

①運動能⼒への影響：測定時期と学年を要因とする２要因分散分析の結果、両脚連続とび越しでは、有意な交互作⽤が認められたため (F = 4．95)、各要因の単純
主効果を検討した。多重⽐較検定の結果、３歳児では初期測定と実施前測定および実施前測定と実施後測定において有意差が認められ、実施前測定、実施後測定、
初期測定の順に⾼い値を⽰した。４歳児では、実施前測定と実施後測定において有意差が認められた。５歳児では測定時期に有意差は認められなかった。ケンケ
ンパでは、測定時期(F = 15．13)と学年(F = 37．92)にのみ有意な主効果が認められた。多重⽐較検定を⾏った結果、初期測定と実施後測定および実施前測定と実施
後測定において有意差が認められた。これより、⼀部の運動能⼒を除き、幼児の運動能⼒の⾼まりが明らかとまった。
②⾝体表現能⼒への影響：測定時期と学年を要因とする2要因分散分析の結果、動き・空間・ダイナミック・時間に関する項⽬については、有意な交互作⽤は認め
られず、測定時期にのみ有意な主効果が認められた。多重⽐較検定の結果、初期測定と実施後測定および実施前測定と実施後測定に有意差が認められた。
③⾝体表現能⼒への影響（他者との関わり）：リレーションシップに関する項⽬において交互作⽤が認められたため(F = 3．44)、各要因の単純主効果を検討した。
多重⽐較検定の結果、３歳児では全ての測定値間に有意差が認められ、４歳児と５歳児では、初期測定と実施後測定および実施前測定と実施後測定に有意差が認
められた。これより、⾝体表現能⼒では、学年が上がることで他児への意識が広がっていくこと、運動プログラムに取り組む回数の積み重ねは学年に関係なく、
リレーションシップに関する項⽬の動きを通じたコミュニケーションが⾏なわれていることが明らかとなった。
このことから、リズム遊びを中⼼とした運動プログラムの実施により、幼児の運動能⼒と⾝体表現能⼒はともに⾼まっていくことが明らかとなった。

「運動は、体を育てるだけではなく、⼈とつながる⼒も育てる。」
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まとめ やってみよう！
リズムに合わせて
楽しくチャレンジ!!

※イラストは研究内容をもとに作成。

方法

6分/⽇
20回実施
(４週間)

期間

運動プログラム
３.ジャンプターン
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❸他者との関わり
リレーションシップ(点)

初期測定（１st） 実施前（Pre） 実施後（Post）

3歳：1st < Pre < Post
4歳：1st , Pre < Post

5歳：1st , Pre < Post
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❶運動能⼒
ケンケンパ(秒)

初期測定（１st） 実施前（Pre） 実施後（Post）
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3歳：Post  < 1st , Pre 
4歳：Post  < 1st , Pre 

5歳：Post  < 1st , Pre 
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❷⾝体表現能⼒
動き・空間・ダイナミック・時間の平均(点)

初期測定（１st） 実施前（Pre） 実施後（Post）

3歳：1st , Pre < Post
4歳：1st , Pre < Post

5歳：1st , Pre < Post
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本ポスターは下記論⽂の研究成果を再構成したものです。
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